
漁業研修事業

目的

漁業就業者及び漁業指導者等を対象に、短期研修、各種の講習等を実施し、水産技術の修得、各

種資格の取得、その他教養知識の向上を図り、豊かな漁村づくりに寄与する。

事業内容

l.実施期間 昭和62年4月1日~昭和63年3月31日

2.実施場所 青森県水産試験場漁業研修センターほか

3.実施状況 表Iに示した。

研修結果

研修等件数 33件 開催日数 36日 受講者数延 870名であった。なお項目別、月別の研修等

結果を表2に示した。

表 1 昭和62年度漁業研修実施件数

区分 研修年月日 研 修 等 名 議 師 研修対象

資
62・8・20青年漁業土資格証明交付式 全 県

格
9・24
~26 青年漁業士講座 水産試験場ほか 〆/

取
63・3・30

f苛口
~31 小~~'i船舶操縦士講習 船舶職員養成協会 西北地域

62・5・28秋サケ漁業規制協議会 西北地域

6 .23 ガijJifの泊養殖 水産専門技術員 // 

増
7・28秋サケ漁業の現状と今後の課題 北海道サケマスふ化場 // 

8・18西部地区サケ協議会 // 

8・29秋サケ資源検討会 // 

養
8・31サケマス増殖現地協議会 // 

10・7サケ人工ふ化技術研修 内水面水試 ノf

10・22サケ親魚確保協議会 // 

殖
63・2・1 ヒラメ栽培漁業推進 青水試ほか // 

3・12秋サケ回遊状祝 者水試 二八地域

漁 62・5・20海洋深層資源の有効利用 日本海区水研 西北地域
海
況 6 • 17 スルメイカの生態と資源動向 育水試 海峡東部. 
漁資 9・14漁海況研修会 // 平内研究会

業源 10・27 // // 東北区水研 西北地域
技生

12・17ヤリイカ資源の動向 日本海区水研 // 

術態
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63・1・18リモートセンシングの水産業への応用 東海大教授 西北地域

2・25ソイ・メバルの生態と資源動向 日本海区水研 11 

3・16タコの生態と資源動向 育水試 下北南部

漁
62・12・15営漁簿記講習会 漁協経営センター 全県

業 63・2・29 11 育水試 海峡東部

経 3・18 11 〆f 11 

P呂る令

3・19 11 11 三八地域

安全 63・1・26コンパス白差修正実技講習 育水試 海峡東部
操業

62・5・27鯵ケ沢地区青年協議会 鯵ケ沢水改 西北地域

加 9・14共済組合連絡会議 11 

工 9・16公共事業説明会 11 . 
鯵ケ沢地区青年協議会 鯵ケ沢水改9・30 11 

そ

の 12・10ブナサケの加工実技講習 水産物加工研 11 

他 12・11魚、のくん製実技講習 11 11 

63・2・16核漁監視団西部ブロック会議 11 

表2 昭和62年度漁業研修実施結果

よヲ---と 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 5十

研 修 件 3 2 4 5 3 4 4 5 33件

数研修日数 3 2 4 7 3 2 4 6 36日
コ三宝ぇ， 講 者 数 66 41 8 259 184 75 36 23 121 91 870人

3件

資格取得 3 2 6日

内 10 16 40 66人

増養殖 3 2 l 10件

栽培漁業 3 2 10日
メ己b、 む 19 15 32 73 25 57 20 37 221人

漁海況 8件

漁業技術 8日

資源生態 25 30 15 20 12 30 21 34 187人

l件

安全操業 1日

16 16人

訳 3 3 2 7{11: 
h日 工

l 3 3 2 7日
その他

16 8 76 92 40 8 25 160人

宿泊施設利用
2 2 2 6臼

30 12 2 44人
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